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平成２３年度 公共事業評価調書 

 

国道４７７号（西田
に し だ

大藪
おおやぶ

道路）地方道路交付金事業 

 

評 価 の 別 ：再評価  
事業箇所(区間 ) ：南丹市八木町

や ぎ ち ょ う

 

西田
に し だ

～大藪
おおやぶ

 

事業着手年度 ：平成１４年度  
全 体 事 業 費   ：  ２８．３億円 

（内用地費）     （４．８億円） 

経 過 年 数 ：１０年  
Ｈ２３末投資額累計:  １８．７億円  

（内用地費）     （３．５億円） 

完了予定年度 ：平成２６年度  
進ちょく率(％ )  ：      ６６％  

（内用地費）       （７３％） 

部分供用の有無 ：有  
残  事  業  費  ：    ９．６億円 

（内用地費）     （１．３億円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市  
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（１）地域概要 

南丹市は、京都府のほぼ中央部に位置し、京都市、亀岡市、京丹波

町等に隣接しており、緑豊かな自然に恵まれた地域である。大半は丹

波山地であり、北部には一級河川由良

川、南部には一級河川桂川が流れ、そ

の周辺にいくつかの山間盆地が形成

されている。 

南丹市八木町は南丹市の最も南に   

位置しており、主に東部は山地、西部

は一級河川桂川周辺に平地が広がり、

南丹市役所八木支所や公立南丹病院

等の公共施設があると共に、京都縦貫

自動車道、国道９号及びＪＲ山陰本線

が南北に走っている。（図２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 事業概要  

向 日 市  

乙 訓 土 木 事 務 所  

南 丹 市  

大 野 ダム管 理 事 務 所  

流 域 下 水 道 事 務 所  

京 丹 波 町  

綾 部 市  

京 都 市  

長 岡 京 市  宇 治 市  

京 都 土 木 事 務 所  

南 丹 土 木 事 務 所  

中 丹 東 土 木 事 務 所  

亀 岡 市  
府 庁  

N 

事業箇所  

図１ 広域位置図  

図２ 詳細位置図  

JR 
八木駅 

南丹市八木町 
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南丹市園部町 

国道 477 号 
事業区間 
L=2.0km 

JR 千代川駅 

JR 吉富駅 

JR 園部駅 

南丹市役所八木支所 

公立南丹病院 
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（２） 事業の目的 

  国道４７７号は、南丹市八木町内において、一級河川桂川の左岸地

域と国道９号等の幹線道路を東西に結ぶと共に、京都縦貫自動車道の

八木東インターチェンジにアクセスする機能を有しており、地域の生

活・経済活動を支える重要な役割を担っている。 

しかし、桂川の左岸側には現道沿いに人家が連なっているが、歩道

はなく、更に、大堰
お お い

橋の橋詰交差点は、国道、府道及び市道が交差す

る変則的な五差路（写真②、図３（２））となっているため、安全で

円滑な交通が確保されていない。 

また、桂川の右岸側も、道路幅員が狭く、変則的な交差点（写真①、

図３（１））があるうえ、沿道には商店が連なっている。 

このため、南丹市八木町西田から大藪
おおやぶ

までをバイパス化すること

で、交通の円滑化及び歩行者等の安全性の向上を図るものである。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

  

写真① 変則な交差点での状況  

 

写真② 変則な交差点での状況  

国道 9 号  
国道 9 号  

桂川右岸変則交差点  

（クランク形状）  

図３（２） 国道 477 号桂川左岸  

変則交差点  

至国道 9 号 

桂川左岸変則交差点  

（五差路）  

国道 477 号  

図３（１） 国道 477 号桂川右岸  

変則交差点  
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（３）事業内容 

  本事業区間における事業の内容は下表のとおり。 

表１ 事業の内容 

項 目 内 容 

路線名 一般国道 ４７７号 

事業名 地方道路交付金事業 

事業主体 京都府 

事業箇所 南丹市八木町西田～大藪
おおやぶ

地内 

延長・幅員 

延長：２，０００ｍ 

幅員：１５．０ｍ ２車線 歩道有 

   １１．５ｍ ２車線 歩道有 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体事業費 ２８．３億円＊（内用地費４．８億円） 

事業期間 平成１４年度～平成２６年度＊ 

計画交通量※１ ６，７００台／日（平成 42 年推計値） 

道路の区分※２ 第３種第２級 

上位計画 

●明日の京都 

「交流基盤となる道路ネットワークの整備」の施策

に位置づけられている。 

＊事業着手時では、全体事業費40億円、平成19年度完成予定としていた。 
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本事業は平成１４年度に事業着手し、大藪
おおやぶ

工区を先行して整備を進

め、平成２０年度に桂川を渡る橋梁（夢かなえ橋）の供用を開始した。

今年度は引き続き橋梁から国道９号までの築造工事を進め、大藪工区完

成の予定である。（表３、図４） 

表２ 事業進ちょく状況表  

 

表３  事業の主な進ちょく状況  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

【計画平面図】 

 

 

 

全体事業費  

（内用地費）  

28.3 億円  

（  4.8 億円）  

平成 23 年度末までの事業費（見込） 

（内用地費）  

18.7 億円  ＜進ちょく率 66%＞  

（3.5 億円）＜進ちょく率 73%＞ 

年度 主たる内容  

１４  事業着手  

２０  夢かなえ橋供用  

２２  大藪工区 用地買収完了  

２３  大藪工区 完成予定 

国道４７７号（西田大藪道路）Ｌ＝２．０ｋｍ  

府
道
亀
岡
園
部
線  

公立南丹病院  

南丹市役所 
八木支所  

至  京都市  

至  南丹市   
園部町  

国道４７７号 凡例  

現道        大藪工区（工事中）  

H9 供用済区間    大藪工区（供用済 )  

写真撮影位置    西田工区  

八木東インター 

①  
  

②

③

図４ 事業平面図  

交通量調査箇所  
地点２  

写真③ 工事の進捗状況  

至 京都市  

交通量調査箇所  
地点 1 

２ ２ 事業の進ちょく状況  

大藪工区  西田工区  
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（１）地域の状況の変化  

○相次ぐ大規模施設の拡張と開業 

  本路線は、桂川左岸地域と国道９号や京都縦貫自動車道とを結ぶ

機能を有しているが、近年、酪農乳製品・農産物加工工場等に加え

て、機械金属工場の拡張や、食品加工工場や高齢者福祉施設等の開

業が相次ぎ（図５）、路線の重要性が増している。 

 

○府道亀岡園部線バイパスの完成 

 桂川左岸を南北に走る府道亀岡園部線バイパスが平成２１年度

に完成した（図５）。国道４７７号はこのバイパスと国道９号や京

都縦貫自動車道と短絡するため、完成すれば、地域の幹線道路網が

強化される。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 事業を巡る社会経済情勢等の変化  

至  南 丹 市
園部町  

至  京丹波町  

亀岡園部線  

バイパス完成  

高齢者福祉

施設開業  

食品加工工場

の開業  
機械金属工場

の拡張  

八木東インター 

JR 八木駅  

公立南丹病院  

南丹市役所 
八木支所 

国道４７７号（西田大藪道路） 
Ｌ＝２．０ｋｍ 

国道４７７号（西田大藪道路）  

国道 477 号（現道）  

府道亀岡園部線バイパス  

府道  

国道・京都縦貫自動車道  

 

図５ 事業箇所周辺施設図  

酪農乳製品

工場  

 

農産物加工

工場  

 

八木西インター 
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（資料：国勢調査） 

（２）人口及び交通量の推移  

○南丹市八木町の人口及び人口 100 人当たりの自動車保有台数の推移 

南丹市の人口は減少傾向にある（図６）が、人口 100 人当

たりの自動車保有台数は京都府平均に比べて１．４～１．５

倍と多く（図７）、自動車依存の高い地域である。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○事業箇所での交通量の推移  

 本事業区間での自動車交通量は、地点１（図４参照）では

やや減少傾向であるが、地点２（図４参照）では８，０００

～９，０００台／日で推移している。ただし、平成２２年に

５，３８７台／日と大きく減少している（図８)が、これは

京都縦貫自動車道の無料化社会実験により、通過交通の多く

が、京都縦貫自動車道を利用したものと推定される。  
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京都府平均 南丹市 （資料：京都府統計） 

図６ 南丹市八木町人口推移  

図７ 人口１００人当たりの自動車保有台数  

京都府平均と南丹市の推移  
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（３）地元要望等  

本事業の整備については、国道 477 号（近江八幡～南丹間）

整備 促進 期成 同盟 会 か ら早 期完 成を 強く 求め る要 望書 が提出

されている。  

（最新要望日：平成 22 年 12 月 20 日  要望者  南丹市長 他）  

 

 

 

（１）費用便益比 ※ ４ の算出 

  

 

項  目  

今回評価（基準年 H23）  

 

 

事業着手時  

評価  

（基準年 H14） 事業全体  残事業  

総便益（Ｂ）  79.8 億円  28.7 億円  94.9 億円  

総費用（Ｃ）  31.3 億円  8.8 億円  37.7 億円  

Ｂ／Ｃ  2.5 3.3 2.5 

＊費用便益分析マニュアル【国土交通省  道路局  都市・地域整備局

（平成 20 年 11 月）】に準じて算出  

＊総便益及び総費用については、現在価値化（基準年の価値に換算）

した数値である。  

 

 

  

3,973 3,900  
3,404  3,271  2,980  

2,238  
1,880  
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10,000

S63 H2 H6 H9 H11 H17 H22

（台／日） 

（年） 

国道４７７号 交通量の推移 

地点１ 

地点２ 

図８ 事業箇所での交通量の推移  

表４ 費用便益比  

（資料：道路交通センサス：全国道路交通情勢調査） 

４ 事業費の投資効果及びその要因の変化  
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（２）費用対効果以外の事業の有効性  

○日常生活における安心・安全の向上  

・自転車歩行者道を設置した、線形の良好な ２車線道路が整備され、

自動車、自転車及び歩行者の安全性が向上する。 

・狭い現道から大型車などの通過交通を分離することにより、

現道の交通環境が改善し、沿線商店街における通行の安全性

が向上する。  

・救急医療施設であると共に災害拠点施設である「公立南丹病

院」への円滑な通行が確保される。  

 

○幹線道路にアクセスする機能の向上  

・一般国道９号及び京都縦貫自動車道にアクセスする機能が向

上する。  

 

（３）事業着手時からの費用対効果の要因の変化  

 ○費用の削減  

・全体事業費を４０億円から２８．３億円に削減した。これは、

橋梁の構造形式に新技術を取り入れる等により、コスト縮減

が可能となったためである。  

 

 ○便益の減少  

・計画交通量が１０，１００台／日から６，７００台／日に減

少したため、便益が減少した。  

 

 ○分析方法の変更 

・平成２０年に費用便益分析マニュアルが改定され、便益の評

価期間が４０年から５０年に変更された。  

・評価基準年が異なるため、現在価値化で費用、便益とも変更

が生じた。  

 


